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●計画改定の目的 

本市は、成田山新勝寺への参詣のまち、日本の空の玄関口として発展し、平成 18（2006）

年には、下総町、大栄町との合併により、人口約 12 万人を有する北総台地の中核都市

として更なる飛躍を果たしました。空港や幹線道路沿線、鉄道各路線の駅周辺には様々

な分野の企業が進出し、市内４か所の工業団地には約 50社もの企業が立地しています。

また、郊外部には大規模商業施設が立地し、広域から買物客を集めています。 

こうした発展経緯や特性を有する本市商工業に関し、その基盤の安定及び強化並びに

その健全な発展に寄与することを目的に、平成 20（2008）年３月に「成田市商工業の振

興に関する条例」を制定しました。さらに平成 26（2014）年３月には、同条例に基づい

て「成田市商工業振興計画」を策定し、平成 29（2017）年３月に同計画の中間見直しを

行いました。 

その後の本市商工業を取り巻く環境を見ると、近年発生した台風・豪雨や新型コロナ

ウイルス感染症拡大、全国的な人口減少・少子高齢化、働き方改革、ＤＸ（デジタル技

術の浸透による社会経済活動の革新）やキャッシュレス化の進展、Ｓ Ｄ Ｇ ｓ（持続可能

な開発目標）や脱炭素社会への取組の広がりなど、対応すべき様々な課題が生じていま

す。また、本市においては、広域交通ネットワークの整備進展や成田国際空港の更なる

機能強化、国際医療福祉大学及び附属病院との連携、新生成田市場の開場など、商工業

発展の基盤が更に強化されつつあります。 

本計画は、本市商工業が、こうした本市の特性や優位性を生かしながら、内外の環境

変化に適切に対応して更に発展していくために、令和４（2022）年度からの６年間にお

ける商工業振興の指針として策定するものです。 

●計画の位置付け・期間  

本計画は、平成 28（2016）年３月に策定された成田市総合計画「ＮＡＲＩＴＡみらい

プラン」に則し、同計画の将来都市像「住んでよし 働いてよし 訪れてよしの生涯を

完結できる空の港まち なりた」を具体化していくため、本市の商工業振興を計画的に

推進するための個

別計画です。 

計画期間は、令和

９（2027）年度まで

の６年間とします。

なお、上位計画の見

直しや将来都市像

に影響する社会経

済情勢等の変化に

対応し、適時適切な

見直しを行います。 

  

（年度）

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

　　　　　　則する

　　　　　　　　　整合性の確保

など

成田市都市計画マスタープラン
現行計画

（H29～R9）

成田市景観計画
現行計画

（H26～）

成田市観光振興基本計画

成田市観光基本戦略

現行計画

（H29～R3）

新計画

（R4～R9）

成田市総合計画

「NARITAみらいプラン」
　第2期基本計画 　第3期基本計画

成田市商工業振興計画
現行計画

（H26～R3）
本計画
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●成田市商工業の現状 

本計画の検討に当たり、アンケート調査やヒアリング調査等を実施し、成田市商工業

の現状を把握しました。 

■成田市内の事業所が現在抱える問題（複数回答） 

 
 

■成田市民が最も伸ばしたい本市の特長 

   

  

70.0%

57.6%

47.9%

45.2%

43.1%

40.3%

39.3%

31.7%

29.3%

27.2%

21.4%

20.7%

15.5%

2.4%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

現場人材

商品・サービスへの需要

事業の採算性

事業所施設

競合、競争

事業の後継者

仕入品等の価格アップ

事務処理等

製品・サービスの品質

広告宣伝

経営ノウハウ

資金調達

調達先、仕入先等

その他の問題

無回答 n=290

23.7%

16.4%

13.8%

13.4%

10.1%

6.0%

3.2%

1.8%

2.8%

8.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

国際空港が所在する物流都市

成田山新勝寺を活かした観光地

農地、緑地と調和する職住近接のまち

大規模病院等が立地する先進的な医療都市

鉄道が便利な通勤者のベッドタウン

農地、緑地を生かした食料品の供給地

高速交通網が集中する産業立地のまち

空港利用者への食料品、土産物の供給地

その他

無回答 n=434
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●成田市商工業の課題  

各種の基礎調査や成田市商工業振興計画策定会議における議論等を踏まえて、成田市

商工業の課題を抽出しました。 

 

 

 

 
 

2.企業立地促進及び産業振興に関する課題 

課題Ⅱ-１ 立地を希望する企業への支援 

課題Ⅱ-２ 既存企業の再投資支援ニーズへの対応 

課題Ⅱ-３ 工業に対する支援のあり方 

課題Ⅱ-４ 医療関連産業の集積推進 

課題Ⅱ-５ 卸売市場の機能強化 

課題Ⅱ-６ 観光と地域産業、農業と商工業の連携強化 
 

 
 

 

 
 

 

 

基礎調査項目 備考 

アンケート調査 
対象：市民、市内事業所、市

内商店会 

商工業団体 

ヒアリング調査 

対象：成田商工会議所、成田

市東商工会 

現行計画の評価・ 

分析 

担当課シート調査、現行計画

及び施策評価資料分析 

統計分析調査 
国、成田市等による公表統計

データの分析 

文献調査 市政モニターアンケート等 

会議体 開催日 

成田市商工業振興計画 

策定会議幹事会 

令和 2年 3月 25日 

令和 3年 8月 25日 

令和 3年 10月 28日 

令和 4年 1月 27日 

成田市商工業振興計画 

策定会議 

令和 2年 3月 25日 

令和 3年 8月 31日 

令和 3年 11月 15日 

令和 4年 2月 7日 

1.中心市街地及び商業振興に関する課題 

課題Ⅰ-１ 中心市街地の更なる活性化 

課題Ⅰ-２ 商店会のにぎわい回復 

課題Ⅰ-３ 消費行動の変化への対応 

3.観光振興に関する課題 

課題Ⅲ-１ 通年型観光地の更なる推進 

課題Ⅲ-２ 安心安全で快適に観光できる受入れ環境の

整備 

4.事業者支援及び雇用・就業に関する課題 

課題Ⅳ-１ 中小企業や創業者に対する支援の継続 

課題Ⅳ-２ 自然災害等発生時における 

被災事業者支援 

課題Ⅳ-３ 安定的な人材確保 

課題Ⅳ-４ 人材育成や就業支援の継続 創業支援（創業セミナー） 

 

土産物店が立ち並ぶ表参道 

成田市公設地方卸売市場 

成田国際空港（第２ターミナル） 
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●商工業振興の基本的な考え方  

 基本理念  

前計画では、成田市総合計画「ＮＡＲＩＴＡみらいプラン」の将来都市像を踏まえ、

「『住んでよし 働いてよし 訪れてよし』の成田のまちづくり」を計画の基本理念と

していました。この基本理念の下、推進した前計画により、本市商工業は小売業の商品

販売額や製造業の製造品出荷額等が増加するなど、着実に成長を続けているのに加え、

成田市総合計画「ＮＡＲＩＴＡみらいプラン」の将来都市像は令和９（2027）年度の実

現を目指すものであることから、本計画の基本理念については、前計画から引き継ぎ、

次のとおり掲げます。 

「住んでよし」 

快適でにぎわいのあるまちが形成されるとともに、

市民が地域で買物や交流ができ、暮らしやすい環境を

整備するための生活支援型産業や国際都市にふさわ

しい文化創造型産業が育まれている「住んでよし」の

まちづくりを進めます。 

「働いてよし」 

成田国際空港や広域交通ネットワーク、成田山新勝

寺をはじめとする観光資源など本市の特長を生かし

て物流・空港関連産業や製造業、医療関連産業、観光

業、商業等を振興し、市民が快適に働くことができる

「働いてよし」のまちづくりを進めます。 

「訪れてよし」 

成田山新勝寺や門前の町並み、成田国際空港など既

存の観光資源を生かすとともに、本市に息づく様々な

産業と観光との連携等により新たな観光資源を創出

し、国内外の観光客がいつ来ても楽しく快適に過ごせ

る「訪れてよし」のまちづくりを進めます。 

『住んでよし 働いてよし 訪れてよし』の成田のまちづくり 

将来都市像
住んでよし　働いてよし　訪れてよしの
生涯を完結できる空の港まち　なりた

成田市総合計画「NARITAみらいプラン」

成田市商工業振興計画

基本理念
『住んでよし　働いてよし　訪れてよし』の

成田のまちづくり

民間会社との協力・連携により 

実施している移動販売 

豊住工業団地 

本市の観光キャラクター「うなりくん」 
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 基本目標  

「『住んでよし 働いてよし 訪れてよし』の成田のまちづくり」を実現するため、

以下の４つの基本目標を掲げ、基本目標を実現するため施策の方向性を定めます。 

 

 

 

施策の方向    対応する課題：課題Ⅰ－１、課題Ⅰ－２、課題Ⅰ－３ 

■市民からも市外からの来訪者からも親しまれる、快適でにぎわいのあるまちを形成するとと

もに、市民の生活に身近な商店会の環境整備や活性化を支援し、地域での買物や交流がで

きる環境づくりを進めます。 

■市民の多様なニーズに対応し、暮らしやすい環境を整備するための生活支援型産業や、国

際都市にふさわしい文化創造型産業の育成を推進します。 

 
 

 

施策の方向 対応する課題：課題Ⅱ-１、課題Ⅱ-２、課題Ⅱ-３、課題Ⅱ-４、課題Ⅱ-５、課題Ⅱ-６ 

■成田国際空港の更なる機能強化や圏央道・北千葉道路の整備等により、より一層の拡充が

期待される空陸の広域交通ネットワークや各種支援制度を活用し、企業の進出や市内企業

の再投資、市内工業団地の発展を促進します。 

■国家戦略特区制度の活用等により企業の産業用地の確保を支援し、本市の特長を生かして

物流・空港関連産業や医療関連産業の集積を促進します。 

■新生成田市場は、生鮮食料品等の安定供給基盤や農水産物の輸出拠点、にぎわい創出施

設としてのポテンシャルを有していることから、戦略的に機能強化を図ります。 

■製造業や伝統工芸、先端産業、農業などの地域産業と観光施策との連携や、地域の基幹産

業である農業と商工業との連携を推進します。 

 
 

 

 

施策の方向 対応する課題：課題Ⅲ-１、課題Ⅲ-２ 

■本市観光の中心である成田山新勝寺や日本遺産に認定された門前の町並み、成田国際空

港などの既存の観光資源を活かすとともに、新たな観光資源の発掘・育成により、国内外か

ら訪れる観光客が快適に過ごせる国際性豊かな通年型観光地を引き続き推進します。 
 

 

 

 

 

 

 

施策の方向 対応する課題：課題Ⅳ-１、課題Ⅳ-２、課題Ⅳ-３、課題Ⅳ-４ 

■中小企業の経営基盤確保に向けて商工団体等と連携しながら中小企業の経営安定や自然

災害等への対応力強化に資する取り組みを推進するとともに、創業を促進する環境を整備

することにより、地域経済の活性化を図ります。 

■事業者の事業承継や人材確保・定着を支援するとともに、市民の就業の円滑化や働きやす

い環境づくりを推進します。 

 

(4)基本目標Ⅳ 事業者の支援と雇用・就業の促進 

(1)基本目標Ⅰ まちのにぎわい向上と商店会の振興 

(2)基本目標Ⅱ 企業立地の促進と産業の振興 

(3)基本目標Ⅲ 観光の活性化 
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●施策の体系  

基本目標実現のために展開する基本施策及び個別施策は以下のとおりです。 

本計画では、前頁の基本目標だけではなく、関連するＳＤＧｓの目標も意識して施策

の推進を図ります。また、本計画では、基本理念「『住んでよし 働いてよし 訪れて

よし』の成田のまちづくり」の実現への効果が特に高いと見られる個別施策を「重点施

策」に位置付け、先導的・優先的に取り組みます。 

■施策の体系 

 

■SDGs の 17 のゴール（目標）のうち、本計画に関連性の高い６つのゴール 

 

 

      
 

1)中心市街地の景観の保全・形成

2)表参道の魅力向上 ★

1)商店会の振興 ★

2)個店の魅力づくりの支援 ★

1)生活支援型産業の振興

2)文化創造型産業の振興

1)企業立地促進制度の利用促進 ★

2)産業用地の情報共有及び空き公共施設の
　利活用の推進

1)既存企業への支援

2)工業団地への支援

1)物流・空港関連産業の集積促進

2)医療関連産業の集積促進

1)新生成田市場の輸出拠点化 ★

2)新生成田市場のにぎわい創出

⑤地域産業を活用した連携促進 1)様々な産業の連携促進

1)既存の観光資源の更なる活用

2)観光客が快適に過ごせる環境の整備

②新たな観光資源の発掘・整備 1)新たな観光資源の発掘・整備 ★

1)中小企業の経営支援 ★

2)創業の支援

3)自然災害・感染症発生時の経営支援

②商工団体の活動に対する支援 1)商工団体の活動に対する支援

1)人材確保・定着の支援 ★

2)就業の促進

3)働きやすい環境づくり

Ⅲ　観光の活性化

関連するＳＤＧｓの目
標：8、9、11、17

①既存の観光資源の更なる活用

Ⅳ　事業者の支援と
雇用・就業の促進

関連するＳＤＧｓの目
標：8、9、10、17

①中小企業の経営支援

③人材確保・雇用の支援

『
住
ん
で
よ
し
　
働
い
て
よ
し
　
訪
れ
て
よ
し

』
の
成
田
の
ま
ち
づ
く
り

Ⅰ　まちのにぎわい
向上と商店会の振
興

関連するＳＤＧｓの目
標：8、9、11、12、17

①中心市街地の魅力向上

②商店会の振興

③市民ニーズに応える産業の育成

Ⅱ　企業立地の促
進と産業の振興

関連するＳＤＧｓの目
標：8、9、11、12、17

①企業立地の促進

②工業の振興

③産業集積の促進

④卸売市場の機能強化

基本
理念

基本目標 基本施策 個別施策
重点
施策
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●計画の推進  

本計画は、民間と行政の協働体制のもと、各主体がそれぞれの業務や活動の中で施策

の推進に積極的に取り組みながら進めていきます。各主体は、計画の実施を通じて課題

の把握に努め、相互に情報共有しながら、課題解決の方策を検討・推進していきます。 

 

 

 

成 田 市 商 工 業 振 興 計 画 （概 要 版 ） 

令和 4（2022）年３月 

発    行     成田市 

編    集     経済部 商工課 

〒286-8585 

成田市花崎町 760 番地 

TEL 0476-22-1111（代） 

 

事業者

地域経済の主体

商工団体等

活動支援・連携

市 民

理解者・協力者

行 政

施策の推進・支援

協 働

施策の推進

「住んでよし、働いてよし、訪れてよし」の成田のまちづくり

Plan
計画

Action
改善・見直し

Do
実施

Check
評価・検証

ＰＤＣＡサイクルに 

よる計画の進行管理 

 

計画の本編は成田市のホームページ

をご覧ください。 

https://www.city.narita.chiba.jp/ 


